
第
十
六
条
第
四
号
イ
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

応
力
の
種
類

耐

震

設

計

用

許

容

応

力

圧
縮
応
力

２
F

C

３

せ
ん
断
応
力

F
C ≦

2
1

F
C

1
5

F
C ＞

2
1

0•
9
8＋

F
C

5
0

丸

鋼

は
り
の
上
端

1•
4

は
り
の
上
端
以
外
の
位
置

1•
4

付
着
応
力

は
り
の
上
端

F
C ≦

2
2•
5

２
F

C

1
5

異
形
鉄
筋

F
C ＞

2
2•
5

1•
8＋
４

F
C

7
5

は
り
の
上
端
以
外
の
位
置

F
C ≦

2
2•
5

F
C

５

F
C ＞

2
2•
5

2•
7＋
２

F
C

2
5

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
、
FC

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
二
十
八
日
設
計
基
準
強
度
（
単
位

ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）
を
表
す
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
第
四
号
ロ
の
表
中

に
、
同
号
ハ

を

「

「

せ
ん
断
補
強
に
用
い
る
場
合

F（
二
九
四
を
超
え
る
場
合
は
、二
九
四
と
す
る
。）

せ
ん
断
補
強
に
用
い
る
場
合

」

丸
鋼

F（
二
九
五
を
超
え
る
場
合
は
、二
九
五
と
す
る
。）

異
形
鉄
筋

F（
三
九
〇
を
超
え
る
場
合
は
、三
九
〇
と
す
る
。）
」

の
表
æ
中
「

\

２３

abX
C
N

C ＋
Y
Z
１
B
N

r ＋
１２
Z
２
D

f N
q

cd」を
「

\

２３
（

i
c
X
C
N

C ＋
i
r Y
Z
１
B
N

r ＋
i
q
Z
２
D

f N
q ）

」に

改
め
、
同
表
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

表
ç

基
礎
荷
重
面
の
形
状

円
形

円
形
以
外
の
形
状

係
数

X

1•
2

1•
0＋

0•
2
BL

Y

0•
3

0•
5－

0•
2
BL

表
è

内
部
摩
擦
角

〇
度

五
度

一
〇
度
一
五
度
二
〇
度
二
五
度
二
八
度
三
二
度
三
六
度
四
〇
度

以
上

支
持
力
係
数

Nc

N
∑
J

O
∑
N

Q
∑
L

J
J
∑
I

J
M
∑
Q

K
I
∑
P

K
N
∑
Q

L
N
∑
N

N
I
∑
O

P
N
∑
L

Nr

I

I
∑
J

I
∑
M

J
∑
J

K
∑
R

O
∑
Q

J
J
∑
K

K
K
∑
I

M
M
∑
M

R
L
∑
P

Nq

J
∑
I

J
∑
O

K
∑
N

L
∑
R

O
∑
M

J
I
∑
P

J
M
∑
P

K
L
∑
K

L
P
∑
Q

O
M
∑
K

表
é

地
盤
の
種
類

砂
質
地
盤
の
う
ち
密
実

な
も
の

砂
質
地
盤
（
密
実
な
も

の
を
除
く
。）

粘
土
質
地
盤

係
数

Nû

十
二

六

三

平成™š年˜—月š˜日 月曜日 (号外第™šœ号)官 報

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
ic
、
ir
、
iq
、
X

、
Y

、
C
、
B
、
NC

、
Nr

、
Nq

、
Z1

、
Z2

、
Df

、
qt

及
び
Nû
は
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ic
、
ir
及
び
iq

基
礎
に
作
用
す
る
荷
重
の
鉛
直
方
向
に
対
す
る
傾
斜
角
に
応
じ
て
次
の
算
式
に
よ
つ
て
計
算
し

た
数
値

i
c ＝

i
q ＝
（
１
－
_

9
0
）
2

i
r ＝
（
１
－
_l

）
2

こ
れ
ら
の
算
式
に
お
い
て
、
_

及
び
l

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

_

基
礎
に
作
用
す
る
荷
重
の
鉛
直
方
向
に
対
す
る
傾
斜
角
（
_

が
l

を
超
え
る
場
合
は
、
l

と
す
る
。）（
単

位

度
）

l

地
盤
の
特
性
に
よ
つ
て
求
め
た
内
部
摩
擦
角
（
単
位

度
）

X

及
び
Y

そ
れ
ぞ
れ
基
礎
荷
重
面
の
形
状
に
応
じ
、
次
の
表
ç
に
掲
げ
る
係
数

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
L
及
び
B
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

L

基
礎
荷
重
面
の
長
辺
又
は
長
径
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

B

基
礎
荷
重
面
の
短
辺
又
は
短
径
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

C

基
礎
荷
重
面
下
に
あ
る
地
盤
の
粘
着
力
（
単
位

キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
）

B

表
ç
に
規
定
す
る
値
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

Nc

、
Nr

及
び
Nq

支
持
力
係
数
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
盤
の
内
部
摩
擦
角
に
応
じ
、
次
の
表
è
に
掲
げ
る
値

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
内
部
摩
擦
角
以
外
の
内
部
摩
擦
角
に
応
じ
た
Nc

、
Nr

及
び
Nq

は
、
表
に
掲
げ
る
数
値
を

そ
れ
ぞ
れ
直
線
的
に
補
間
し
た
数
値
と
す
る
。

Z1

基
礎
荷
重
面
下
に
あ
る
地
盤
の
単
位
体
積
重
量
（
単
位

キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Z2

基
礎
荷
重
面
よ
り
上
方
に
あ
る
地
盤
の
平
均
単
位
体
積
重
量（
単
位

キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Df

基
礎
に
近
接
し
た
最
低
地
盤
面
か
ら
基
礎
荷
重
面
ま
で
の
深
さ
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

qt

平
板
載
荷
試
験
に
よ
る
降
伏
荷
重
の
二
分
の
一
の
値
又
は
極
限
応
力
の
三
分
の
一
の
値
の
う
ち
い
ず
れ
か
小

な
る
も
の
（
単
位

キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
）

Nû

基
礎
荷
重
面
下
の
地
盤
の
種
類
に
応
じ
、
次
の
表
é
に
掲
げ
る
係
数
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